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わたくLは,去る10月1日京都を出発,ホンコソに

1泊して,翌 2日,8カ月ぶ りに ドン･ムアン空港に

ついた｡それから,ちょうど,まる3カ月,この間の,

バ ソコク連絡事務所を中心としての活動を通信しよう｡

2

わずか8カ月留守しただけなのに,バンコクの発展

ぶりは,まことにすぼらしい｡空港から市内までの,

4車線の-イウェーは完成し,空港がよいがとても便

利になったのはありがたい｡東北タイだけでなく,中

部タイの道路もまったくみちがえるように改善されて

いる｡めざましい経済成長ぶりだ｡事実,1965年の国

民絶生産は8%の伸びが予想され,経済開発6カ年計

画の目標年率6%を,はるかに上まわっている｡これ

には,世界的な好況,外国の援助と投資の増大,ベ ト

ナム戦争の影響などもあげられよう｡

ベ トナム戦争の影響で目立つのは,バンコクでホテ

ルが続々と建てられていることや,これまであり余っ

ていた外人用借家が払底していることだ｡駐ベ トナム

･ロッジ米大使の夫人さえバンコクに住んでいるとい

われるほどだから,あとは追って知るべしだ｡バンコ

クの南のサタヒップ (Sattahip)の米軍港湾 ･空港の

建設も去る12月に NewYorkTimesがすっぱぬいた

が,サタヒップからコソケンにかけての,いわゆるバ

ンコク･/ミイパスも米軍によって建設中だ｡ ドン･ム

アン空港で見る米軍機や軍人の数もずっとふえている｡

タノム首相,プラパー副首相らが,東北タイ-の共

産分子の侵入について,これまでも国民に警告を発し

てきたが,このごろはそれが一段と激しくなってきた｡

マクナマラ国防長官が12月の NATO会議で,中国の

次の目標はタイだとの発言も,新聞では大きく刺激的

にとりあっかわれている｡

いわば,末曽有の繁栄のうちに,じりじりとラオス

･ベ トナムの状勢がタイに影響してきているようだ,

しかし,国民一般は,この国際状勢の動きにむしろ無

関心,今日の生活に満足しているといった感じをうけ

る｡こうして,1965年も終ろうとする｡

3

この10月から12月に至る期間,東南アジア研究セン

ターの関係者のバンコクの往来は,なかなか活瀞だっ

た｡

わたくLが到着したときには,ノミンコクで研究に従

事していたのは,カセツアート大学構内のタイ米穀局

研究室を根拠とし,全国に圃場をもって植物栄養学の

実験をすすめている福井捷朗大学院学生 (氏)と,チ

ュラロンコーン大学留学中の言語学の桂満希郎大学院

学生 (文)の2人だけ｡べつに,チエンマイ南方のサ

ソバ トーン稲作試験場に渡部忠世京都府大助教授(農)

が,7月いらい,モチ米の研究をつづけていた｡福井

君は現在もひきつづき研究中,桂君は外務省寄贈のタ

マサート大学日本学講座の講師となり,10月なかばで

留学生生活をうちきり,いったん帰国,11月上旬にバ

ソコクに赴任してきた｡われわれとしては,桂君をチ

ャンネルとして,タマサート大学とより接触を深める

ことのできるのを嬉しく思う｡渡部助教授は半力年間

の現地の米作試験場での研究を予定どおり終了,うん

とデータをもって,12月おわ りに帰国した｡

わたくLと同じ俊で,赤井重恭教授 (慕)が,バン

コクに到着｡教授に私淑しているタイ米穀局 Adul技

師の案内で国内の稲作病害状況を視察され,そのあと

マラヤ ･シンガポール ･カンボジア･ホンコソ･台湾

を経て11月はじめ帰国した｡

11月に入って,飯島茂助手 (東南ア研),水野浩一

･矢野暢研修員 (同)がつ ぎつ ぎと,バンコクに到

着,ここですっかり準備をととのえたうえ,飯島助手

はおくれて到着した夫人とともに,北部のメーサリ-
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ソ-,水野研修員は東北部コソケ-ソ近 くのかれの調

査村へ,また矢野暢研修員は南部ソソクラ近 くのかれ

の親しんできた村-,もどっていった｡3人とも,輿

｡同音に,｢昨年, はじめて村へ入ろうとしたときに

は,はたしてどうなるやら不安だったが,こんどは,

何もかもわかっているので気丈夫だ｣ といっていた

が,まさにそうだと思われる｡何の不安もなく親しい

人々の問に入りこんでこそ,はじめて十分な調査研究

ができるのだ｡わた くLは,こうして村に長期的にく

りかえし入って定着する調査研究方法は大成功だと思

･J-

飯島助手は奥さん同伴だが,こうして奥さんといっ

しょに村に住みこむことは,わが国ではあまり例のな

いこと｡ これは定着調査のさらに一歩前進だ｡わたく

Lは飯島夫人がほんとうにけなげだと思 う｡

11月には,空路と海路とにわかれて,植物班の田川

基二助教授 ･岩槻邦男助手 ･福岡誠行大学院学生(理)

と北川尚更講師 (奈良学芸大)の一行がタイのシダ植

物相の調査研究のため到着,森林局 Tem Smitinand

植物標本室長の積極的な援助をえて,森林局員の案内

のもと,下旬東北タイに向って/ミソコクを出発した0

12月は,チエンマイを中心に北部タイで採集 ･調査を

続行中であるし)この調査については,森林局の授動に

深く謝意を表しなければならないと思う｡

また11月には森 U兼二助教授 (教育)が到着,現在,

タイ文部省 CharoonVongsuyanha教育技術局長の懇

切な配慮のもとに,バンコクを[llJ山こ,タイ教育事情

を研究中である｡教育班として,ほかに,12月に栗本

一男助手(教育)が10日間ばかり,バンコクに滞在,同

じくCharoon局長の好意によって資料収集をおえ,

帰国した〔

12月には藤吉慈海助手 (人文)が,昨年にひきつづ

いて,仏教の調査研究のため到着,その間ビエンチャ

ンにとんで,ラオスの仏教の実態を調査し,年末,ペ

ナンに発った .

また12月は じめ,川口桂三郎教投 と久馬-剛助手

(農)はセイロン-の土壌調査の途次バンコクにたち

よった .｡

現在,現地調査にあるものは,上記のスタッフ以外

は,マラヤ･ジョホール州エソダウの,前モスリム･

マレー人部落に定着している前Ⅲ成文大学院学生(文)

だけだが,同君はひじょうなプリミチブな生活条件の

もとで,きわめて元気にすごしているようだ｡

この3カ月だけでなく,昭和40年をつ うじて,東南

アジア研究計画として,なんの事故もなく,フイ-ル

ド･ワークが予定どおり遂行できたことを,ひじょう

に嬉しく思う｡

4

バンコク･オフ1スほ,多数の来客を迎える｡10)A

未から11月はじめにかけて,文部省大学学術局吉里邦

夫大学課長が訪問され,東南アジア研究セソクーの現

地での活動状況を,つぶさに視察された｡

また,11月下旬,/{ソコクでのアジア文相会議に出

席された中村梅吉文部大臣は,多忙な正味 3日間のバ

ンコク滞在のスケジュールを,わざわざさかれ,当オ

フ ナスを訪問されたことは感謝にたえない｡現職文部

大臣の海外出張はこれがはじめてのことだそうだが,

若い研究者と文字どおり膝をまじえて話しあわれたこ

とは,大臣として珍しいことではなかろうか｡

大臣とともに会議に出解された文部省調査局西田亀

久夫審議官,同奥田其丈調査課長はそれぞれ別々にオ

フ 1スを訪問,バンコクに屠合わせた,われわれスク

･ノフと話しあわれた｡また,同会議にアメリカ傍聴団

団長として参加された在東京 CharlesB.FElhs米公使

(文化担当)も,オフ ナスにこられた｡

オフ ィスには,釆訪客が多いが,われわれの現地研

究の実情を知ってもらうために大歓迎だ｡また,タイ

-こられた方,あるいはタイに住んでおられる方に,

少しでも,われまっれの研究が役にたつことがあれば,

ひじょうに幸せだと思 う｡

5

バンコク連絡事務所の仕事で,なかなか厄介なの

は,調査研究のために タイ国家研究会議 (National

ResearchCouncil)から許可をとることである｡ この

バンコク通信のなかで,この手続きについて書きとど

め,その周知徹底をほかっておきたい｡

1964年 9月のタイ国閣議で,外国人がタイ国内で調

査研究する場合には,国家研究会議の許可を必要とす

ることとなった.｢その手続きは,(1)所属枝関長と在タ

イ日本国大使館の証明書をそえて,正式の書式で申請

書を提出する｡(2)その申請書にもとづいて,国家研究

会議が審議のうえ許可するということになる｡
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東 南 ア J ア 研 究tJ 第3韓 第5弓､

写 真 中村文相バンコク連絡事務所訪問 (昭和40年10月23日)｡向って左よりトム(コック),
パンサ (秘書),-ル (女中),桂満希郎講師 (クマサート大学),矢野暢研修員 (紘),

飯島茂助手 (東南ア研),中村梅吉文部大臣,本間教授 (東南ア研),ソムウォン (運転

手),森口兼二助教授 (教育)

ところが願書は,京都大学-外務省-在タイ日本国

大使館一国家研究会議というコースをとり,研究者が

所属部局に提出して,国家研究会議にとどくまでに,

少なくとも1カ月,ときには1カ月半かかる｡つぎに

国家研究会議が申請者の研究分野に関係ある政府楼関

(たとえば仏教研究の場合は文部省宗務局)に, ｢申

請者の研究を援助するかどうか｣との照会を発した場

合には,この機関からの回答に,少なくとも1カ月,

ときには2カ月かかる｡そのうえで,月2回の国家研

究会議の常任委員会にかかるわけである｡

だから,わたくLは研究者の研究予定期日に許可が

間にあうように,ときには,国家研究会議,関係政府

機関の間を売りまわらざるを得なかった｡これからは,

第 1にできるだけ早く申請書を提出すること (少なく

とも2カ月以前),第2に,もし関係政府機関内に研

究申請者の知った官吏があるときには,その旨を申請

書のなかに明記し,さらにその官吏に予じめ推進かた

を依頼しておくことがいいのではないかと思われる｡

いったん許可があったうえは,身分証明書を発行し

てもらえるし,滞在許可につき移民局に対しての推薦

状を発行してもらえるから,国家研究会議の許可は研

究調査にあたり,ひじょうに有効である｡ただし,2

週間程度以内の滞在,しかも,活動をバンコク市内に

かざるときには許可の必要はないようである｡ (ただ

し,この点は ｢閣議決定｣ではなんら明らかにされて

いない｡)なお, 許可がおりた以上は,かならず報告

書を提出することが規定されている｡

6

わたくLは,この期間に,3つの会議に,それぞれ

招請されて,出暦した｡11月1-3日のチエラロンコ

ソ大学政治学都主催のSeminaronAsianStudies,ll

月6-7日のマ レーシア図書館協会主催の Confer-

enceontheAcquisitionofMa一aysianMaterialsお

よび11月29日～12月4日の国際自然および自然資源保

護連合主催のConferenceonConservationofNature

andNaturalResourcesinTropicalSouthEastAsia.

このうち,マレーシア資料収集会議については本誌 3

巻3号上で,また自然保護会議については本誌次号で

報告する｡

ここでは,簡単にアジア研究セミナーについてふれ

ておきたい｡

かねてから,タイにおいても,アジア諸国の研究の

必要なことが大学関係者に唱えられていた｡これを本

格的にとりあげようとしているのが,チュラロソコー

ン大学政治学部である｡そのため, ｢アジア研究セミ

ナ-｣が,同学部国際問題および外交学科主催で,同

学部会議室に開かれた｡参加者にタイの諸大学教官,

- 154-



ン′

在バンコクの外国人研究者および各国大使館文化担当

官とからなりたっていた｡

このセ ミナ-は,去る9月京大東南アジ7研究セン

メ-が京都に招待 し講義を していただいた KこISem

Udyanin学部長の司会のもとにすすめられた

第 1日は,同学部の客員教授のMote博士とTEllbott

博士の報告を中心として, ‥AsianStudies:NaturtL

こlnd Concept日 についての討論､ ,/J'iZLlは,Neon

Snitwongse,KusumaSnitwonge お よび SomSakdi

Xuto諸博士 の報告をめぐって, ■̀AsianStudiesil一

Thailand"の現状分析｡ 第 3日は,Kasem 学部長を

lPJ山こ,HProblemsandProspectsofllllPlemenling

AsianStudiesiIIThailandHが検討された｡

このセ ミナーの実際のねらいどころは,チ:,_ラロン

-1-ソ大学に,中心テーマを現代中国の研究におく

｢フ ジア研究所｣を設立しようとすることにある｡東

南アジア,とくにタイにとって,現代中国の研究がき

わめて重要であることは,いうまでもなかろう｡この

セ ミナーの成果が,具体的にどういう形で生かされて

ゆ くかは,まことに興味深く期待されるところだ｡

7

わたくLは,10月23日から28日まで,カンボジアを

ジープで一巡した｡アンコ-′レの見学,プノンペンの

訪問,およびバッタソノミン近 くの DeTuoISulnrOng

にある日本 ･カンボジア友好農業 セ ンタ- (C〔ntre

TeChniqtleAgricole)の視察が,その目的であった｡

農業セソタ-については,わたくし白身の専門分野に

ついて,教えられるところが,ひじょうに多かった｡

しかし,この短期t二1の旅行で,なによりも印象づけら

れたのは,経済発FL封こついてのタイとカソポジ7との

格差,また国際関係における両国のそれぞれのあり方
の相違である

この旅行で,とくにわたくLが注意を払ったのは,

京大東南アジア研究第2期 5カ年計画 (1968年 4月～

1973年 3月)に,カンボジアをいかにとりあげるかに

ついてであるここの問題について,去る8月下旬カン

ボジアを訪問された猪木正道教授が, 9月未のセンタ

ー研究例会廿ヒで報告されたし (東南アジア研究 3巻

3号参照), また 1月[再 lJ,岩村忍所長が, とくにそ

のために,カンボジアに赴かれる予定になっている｡

わたくLは,こUj国にまだ手がつけられていない研究

聞題が山積しているし,また研究の必要を痛感する｡

T 捕 /言

しかし,シアヌーク殿下独裁下のこの国で研究をすす

めてゆ くには,1964年秋の大阪市大調査隊の例がある

ように,よほど十分に手配を予めしておかなければな

らない もちろん,ビルマのように,現地調査が絶対

不可能だというのてはないが,/Jイヤー:し--シアC/_)よ

うなつもりで現地調査を計画してはいけない

--,ン-シア文献会議tH.軒のため, 1年ぶ りに,ク7

:)･,Lンソ-ルに滞在した,ク-/'二)･/Lン~ノーノしの発

柚 よ,/こン二Jクにおとらず実に,LJ)ざましい 新空港,

国立モスクなどの規模雄大な国:立.の建築物は,-!レ一一一

シアの NationBuildingの意慾と,これを実際に可能

にしている経済力とを,十分に物語る｡われわれの第

2期 5カ年調査研究計画は,この国においてもより一

層進められるべきであるoとくに,マラヤだけでなく,

十/こ,-りIj.7クもとりあげられるべきだと思われた｡

K.LパFT;在中,在マレ-シ7甲斐文比古大使から親

切なもてなしをうけた｡大使が,大使室の机上に 『東

南アジア研究』をおいておられ,それに掲搬されてい

るl__l羽益生助教浸 (竜谷大学),坪内良1欄 干修員(文),

前田成文大学院学生 (文)の論文 (マラヤ北西部の稲

作農村)を激賞されたが,この調査の リーダー故棚源

嚢爾先生の霊に報告して喜んでもらいたいと思う｡

8

最後に,わた くし自身の研究の経過をごく簡単に報

告しておきたい｡最初の2カ月は,かねてから進めて

いた ｢タイの経済発展と農業｣との総論的研究の仕上

げに費した｡これについては,とくに,総理府経済開

発計画庁および統計局,農務省等の中央官庁の好意に

まつところが多いOこれにつづいて,12月に入って･

タイ農業開発の基本的な問題のひとつである土地条件

の整備,とくに滞暦排水計画の末端射 落甜 苦での整備

をとりあげ,中部平原のチャイナ-T,シソフリ･ス

パンブリ地区をケースとして,調査をすすめている｡

大規模な漕暦排水計画が末端においていかなる状態に

あるかは,去る9月の, ｢東南アジアにおける水資源

利用にかんするシソポジウム｣でも指摘されたところ

だ｡とくに,タイの場合,土地協同組合の活動とむす

びつ くI､こうしたフィール ド･ リ-クを進めてゆ くこ

とによって,現実から教えられるところは実に多い｡

ただ,いろいろな仕事に追われて,時間の乏しいこと

を嘆ずるのみだ｡ (1965年12月31L-i,バン=,クにて)
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エンダウ川流域の OrangEulu

(Jakun)の家族覚え書

前 出 戊 文

1

0rangHulu(オランフル)という呼称は彼 ら自身

が自分達をさして呼ぶ名前で,その意味は, ｢川の上

流あるいは奥地に住む民｣ということである｡生活の

舞台となるのは,川と背後のジャングルとであり,時

たまマレー人 ･中国人の町に出て行 くこともある｡エ

ソダウ川は,巾広 く,責色味を帯びて蛇のように流

れ,沢山の支流を もっている｡ 豊富とは言えないが

淡水魚,亀などを とることができる｡ そのうえ,川

が重要な意味をもつのは,唯一の交通手段としてであ

る｡

背後のジャングルの彼らが屈任し活動する地域は,

原住民区域あるいは,原住民保存地区としてスルタン

から与えられたものである｡この区域に関しては,マ

レー人保存地区ではあり得ず,野生動植物の保護法も

適用されず,売買,譲渡,貸付も自由にはできない｡

(V.TheAboriginalPeoplesOrdinance,1954.Sec.6

& 7･)この与えられた土地を中心に彼らは伝統的な生

活なり,近代文明に犯されて designatedされた生活

なりを自由に送ることができるまっけであるO

経済活動は単に採集栽培のみにとどまらず,それら

を売ったり,あるいは賃金労働者となって現金収入を

得る｡ この点,エソダウ川流域の諸部落は, Padang

Endauにあるエソダウの町の購買圏の中にあるとも

いえる｡貨幣概念は彼らの中に相当浸透し,物をすべ

て貨幣によって計算するほどであるが,それはあくま

でも消費面における貨幣使用のみであって,貸幣の生

産的使用を彼らが理解しているとは思われない｡

貨幣経済の浸透にもかかわらず,経済活動の中心と

なるのは夫婦である｡彼らが賃金労働となっても,オ

ランフルである限り,夫婦を構成しないものは一種の

かたわ者のように見なされる｡伝統的にジャングルで

の生活が夫婦の協働ということを強制的に要求したか

らでもあろう｡

夫婦 (laki,bini)は sekelaminと呼ばれ,同時に

夫婦家族そのものを指示する｡もちろん男が家族のこ

とを Hanakbini=と言っても良いわけであるが,マ

レ-人の用いるヒンズー起源の HkeluargaHは全然用

いられない｡kelaminという語は元来 pairとい う意

味である｡

laki,biniという以外の人間を カテゴ1)-化するの

に以下のような語を用いる｡

頼りになる労働力となり得ない年少者は,ngk6nak

と呼ばれ (ほぼ 12才位まで),一人前になりかけの青

年を daraと称す.ngk6n6kであることは,すべて

の社会的機会に計算にいれ られないが,daraとなる

と常に彼らの存在が考慮される｡ bujang というカテ

ゴリーは,単身者,一人者を総じていう語であるが,暗

に婚姻の可能性を持つ人間,悪くいえば社会に性的な

害を及ぼし得る人間としてとらえられる｡離婚によっ

て配偶者のない女性はjandaと呼ばれ,dara(betina)

と違って社会的な規制を受けることが少ない｡

結婚したものでもいろいろとわけられるO子供がみ

んな死んでしまったか,あるいは,子供の全然できな

い夫婦は mantaiと呼ばれ,配偶者と子供とを失った

者は baluである｡この両語は,しかし,本人の呼び

かけにも用いられ,時には名前が忘れられてこれらの

語だけが通称として用い られ ることもある｡ある女

は,4回結婚して4回とも主人を失い子供がないので

baluと通称される｡

婚姻はdaraにとって必然的なものであり,ngk6n6k

の段階を終えると配偶者をさがすことになるO-つの

部落は, いわば Hkompolsaudara= (-gulongan

saudara)といえるが,部落内婚も外婿もなく,配偶
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者の選択が慣習的に強制されることもなく,きわめて

自由である.｡しかし男の側から言えば,部落内に適当

な相手がいればそれを選びたがるこそれは,婚後の生

活が一時的にしろ妻万の家で送 られ,侶 締 i;藩は圭 卜

にしろ生活事情が異なっているからである｡しかし部

落の構成が小は 8家族から大は30家作という小規模さ

なので,実際には部落内婚ほ難しいと,-;:171,

鶴署内の場合は,仲間集団の一日として案外た坊く

異性に近づき得るが,部落外の場 佃ま,:,.r)落内ほど近

/寄るのは容錫でない ,

しかしたいがいの婚姻は,親類跡 二あたる者の場合

が多い〕ここでは第-イ トコ同志閑でも婚姻し得る｡

婚姻を禁止されるのは,異世代間およびきょうだい問

である｡前者の例はそれでもないわけではないが,秩

者は,死をもって罰せられるという,3

配偶者の決定は親 (ibu)が子供に この老は どうか

と問 う場合と,子供の方が両親にこの者と結婚したい

という場合共にあるが,親の--:方的な押 しつけは稀で,

必ず子供の意志が尊重されるO婚姻の イニシアテ :フ

は男側から取られる｡ 男が自分のオジ (wah)1ニあた

るものに交渉を依頼する:,とくに父方,悶方は意識さ

れず血縁のオバ (amoi)の配偶者もオ ジと同一視 さ

れる｡狭い意味のオジがない場合は,親のイ トコに当

るものがそのffIにあたる｡同じオジでもなるべ く女側

にも発言権を有するようなオジが好まれる｡この,lJ3側

の代表舌 (wali)が娘の所に行 き, 娘側の WこIliに話

をつけて,娘の親,娘自身の意向を｢吊うわけである｡
この時に,結納についても決定される

結納物, 結納金は旧軸 こよって各課落毎に決まって

いるっリ175ミ必ずそろえねばならないのは,指環,耳飾

[),~打相川 ,シレ,ピナン,メ/ミコ,衣服,髪すき,か

ト女そ i),錆, l~†紅,白粉,髪油,であ-'て,これらを

lL511げ っそろえるか (serbasatu),2,3品(serba
dua.serbatiga)ずつそろえるかは娘側の意向による

この品物に,2.5ドル (MS)ないしは 2,30ドルまで

の 1-la§l､;1WinがJrJ5側から女側に渡される:これ らは
娘の waliに渡されるわけであるが,結局はすべて娘

の手に渡される､｡結納の式は,男側の waliカ1 娘側
の waliにこの品物を渡して,その後でシレとどナン

を食べ,タノミコを吸って完了するJ

結婚式は男側の準備が整 うと,娘の家で行なわれるJ

式の中心となるのは,両者の水浴と bersandingと,

共食とであるっ時と場合とによってこの後か前に,隻

った人々全部に食物を出す宴が行なわれる (bekel･ja)｡

この宴のための費用 (belanja)は普通 100-200ドル

千,iJjのi封T:で女側は 1歳も,Tllす必要はない一男日耳

で用意する場合,二組縁のものが助けあう場合,広 く部

落の人から寄付によって集める場合などある｡,式の後

はノミイオ 1)ソをひいて一晩中踊 りをした F),かけごと

をして過ごす_,形式上はこの夜両者は一緒に寝るわけ
であるが,軌嘉な家の構造,まわ りの雰囲気などのた

め beginallにまでは至らないことが多いようである

しかし,Hpantang日として, この夜から3日3晩は,

両者は必ず向いあって寝,朝起きると2人そろって水

浴し,御飯は一つ皿のものを 2人で一緒に食べねばな

らない｡また 3日ないしは 1週間は部落の外に出るこ

とは許されない｡

式の翌朝,すなわち両者の問で事が成立 したと仮定

される晩の次の朝,両者の親族および部落の長である

Batinが集って berhadatと称して,金の支払 ･分配

がなされる｡上述の nlaSkawinもあらためて勘定さ

れ,これに加えて `̀hadatHの金, `̀timbangHの金

が[)-1佃伍､ら女側に支払われる｡前者は20ドル,これは

娘側の waliの問ですべて分配され,後者は40ドル,

これは娘の属す部落の Batinに対する金で,その分配

は彼の一存による｡(但し金額は一定 でない｡)この

berhadatの後,新郎新婦 (pengantin)はそれぞれ の

親族の1人に手をとられて,相手側の親族 1人 1人に

挨拶して回る｡ それ から両方の親族一緒に食事をし

て,完全に結婚の手続は終る｡結婚の届出などの法的

な手続はなされない｡

上述の手続は,しかしながら,I-ソ巨ノクスなや

り方であって,必ずしも結婚がこのような手続をふん

でなされるとは限らない｡両者の間で愛情が急速に進

展して誰も知らない うちに性的交渉をも-フてしまうこ

ともある｡ この場合は,娘側のwaliが男を ｢捕えて｣

強制的に結婚させるOあるいは相思相愛で,娘の親が

結婚に反対 している場合など,男の万に勇気があれば,

娘の家に忍びこんで一緒に寝て既成事実を作ってから,

どうしても結婚 させねばならぬようにした りするO相

思相愛の場合はこのようにいろいろ抜け道があって,

男に1-分 の金がなくとも結婚はできるが,結婚の慣習

法を被るわけであるから,罰金を課せられた り,婚後

の生活において程々の規制を男が娘側の waliか ら受
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けるのは当然である｡

さらに容易なのは,娘が一度 ｢手を濡らした｣もの,

即ち jandaの場合で,多 くは格別の手続を経ずに一緒

になる｢〕

それでも婚前の交渉は厳しく罰せられる｡たとえば,

DN 部落の男が JR部落の女に, ｢エソダウの町で会

った時結婚してもよいというあなたのことばであった

が,その後何の返事もないのほどうしたことか｡タバ

コ,白粉,口紅,-ソカチ等の品物を一緒に送るから,

結婚するのか否か,す ぐに返事の手紙を出してほし

い｣という手紙を送った｡ たまたま,この手紙が JR

部落の Batinの手に落ちた｡そこで Batinは,部落

に住むその男のオジを DN部落に送って,その男なら

びに DN部落の Batinを呼んで,JR部落で事件の裁

判ということになった｡

この時,女の方は上述のような約束をしたことを認

めたにもかかわらず,Batinの法は厳しく,男がもし

結婚したいのなら,法を破った罰やその他 Batinの

timbangとして結婚費用200ドルを用意せよ｡もしこ

の金が調達できぬのなら,部落に対し迷惑を与えた罰

金として50ドル差し出すことを命令｡男側は費用とし

て100ドルしか用意していなかったため,結局50ドル

の罰金を支払って この結婚は不成立に終ってしまっ

た｡ この50ドルの半分は DN 部落の Batinに渡さ

れ,各々の金は関係者に分配されたとい う ｡この問題

の女性は,先年,3カ月ほどの結婚生活の後,問題の

男と一緒になるために先夫 (父方第 1イトコ)を捨て

たというのである｡

このBatinの判決に対しては,不満をもらすものが

多かったが,公然とした反対はなされなか-た｡それ

はこの判決がいちおう慣習法に基いたものであるから

だという｡

婚後の居住は一時的に妻の家で過ごすのが慣習では

あるが,妻の家の大きさ,夫の経済力,妻の親がどの

程度婿の経済力労働力を要求するか,などによって,

遅かれ早かれ,独立の家を持つことになる｡たとえ長

く2世代の家族が一つ足掛 こ住むことがあっても,か

まどは別々のものをもち,家計を別にするのが普通で

ある｡新居は必ずしも妻の部落とは限らず自由に選択

し得るO

第3巻 第5号

夫婦の間はきわめて平等であって,ことに家に関す

る事柄については,妾の意見が第 1に問われねばなら

ない｡女の仕事は,水汲み,薪木集め,魚釣り,果実 ･

野菜 ･タピオカ･とうもろこしの収穫,育児,家の内

外の掃除,洗濯,パンダヌスの-ツト･バスケット作

り,タバコの巻菓作り,男が切ってきたロタンの洗い

仕事などで,後者の3つの仕事は,現金収入の道でも

あるOこれに対して男は,ロタン切り,伐材,狩,家

作り,網による魚取りなどの仕事をするわけである｡

ロダン切 りの場合,奥地に入って長 く仕事をする時は,

必ず夫婦そろって仮小屋 (pondok)に住んで,共同作

業をする｡部落の近 くでロタンを切る場合は,単身か,

または2,3人 1組になって男だけで行 くOこの時狩

も同時になされることが多い｡この/く-ティは,近い

血縁地縁関係にあるものからなり,常に一定した構成

を示すことが多い｡

また財産の分配も男女の区別なしに均等分割が行な

われる｡名前もマレー/アラブ式のように個人名の後

に父親の名をつけて呼ぶ慣習も伝統的にはない｡政府

のセンサス,身分証明書などでは便宜上マレー人式に,

A bin(binte)B というふ うに書かれてはいる｡夫婦

はお互いの名前を直接呼びあうO

結婚が簡単であるように離婚も,一方が蜘 こなれば,

それ相当の罰金(Batinの場合25ドル)を支払えば事が

済み,両者とも嫌になると,あっさり別れればよいわ

けであるO離婚したものに対する社会的な冷い眼も存

在せず,人々は離婚をごく軽く受けとる｡再婚に際し

ても特に-ソデ 71キャップというものは考えられないO

このように夫婦の間柄は平等であ って, 時には

uxorifocalな点をも感じさせるほどである｡

乳児の養育に関しては,児に非常に甘く,こどもが

泣けば乳を与え,こどもの思 う通りに行動させ,排他

もまったく放任される｡こどもに対して肉体的な罰を

ほどこすことはきわめて稀で,多 くは説得･叱責･威嚇

による教育がほどこされるだけである｡ 6- 8才位に

- 158-



エソダウ川流転のOrangHulu(Jakun)a)家族罷-L讃

なると,何らかの仕事を手伝 うことを期待され,いろ

いろな雑用の他に,女子は母親に男子は父親に従って

それぞれの仕事を覚えてゆ く｡女子はこの時も男子よ

り早 く定期的な仕事を課せられる｡弟妹の子守 りとロ

タン洗いであるO 最初は子供の意志を尊重して仕事も

連続的ではないが,10才をこえると,徐々に責任のあ

る仕事を課せられる｡その仕事を責任をもって果し得,

1人前の人間と同程度の結果を得られるようになると,

daraとして認められるodaraとなって真剣に結婚を

考えだすと,自分白身の資金を親とは別に貯える例が

多い｡一緒に住みながら計算は完全に別とい う個人主

義的な家族もある｡daraの婚姻年令が遅れれば遅れる

ほどこの傾向は助長され自然と daraが独立していく｡

こどもに対する愛情は父付ともに強 く,養子の場合

でも実子とかわ りなく愛惜をそそ ぐノこどもも親に依

頼心と信頼心とを強 くもっこしかし親がこどもに老後

の世話をみ､てくれることを期待するのは少なく,いく

ら年をとっても (男女とも)働きをth-)てこどもの世

話になるとい う例は知らない:

-~tlレ-人のように,こどもの長幼を特に指示するこ

とばはなく,きょうだいぼ性別に関係なく,年上のも¢)

は bah,年下のものは adekと呼ばれる｡adekが bah

を呼びかけるときには,名前を用いるのに対 し, b;lh

が adekをFl,T'･ぶ時には,単に adekと呼ぶだけである｡

bahは常に adekの保証r:葛として振舞 うことを期待さ
れ,たとえ adekが自分ひとりで沢山の菓子を持一つて

いても,それを取 り上げるということはな く,adekJ)

方から差し出してくれるのを待一つている｡きi:うだト

の閲では,自分だけが獲得したものを分配する傾向は

ことに強い｡

新 しい夫婦家族が形成 されると,姻族園係が生 じる

夫婦間の調整と共に,この姻族関係の調整が新夫婦に

課せられるわけである｢ この新しい関係の conflicts

を避ける意味で,関係月の閏に∴ 損とUn､Lは榊掠〔ハ
瑛度が要求されるJ

配′lFEli.者の親は mentuha,こどもの配偶者は menantu

と呼ばれ,両者とも名前を直接言 うことは忌避され

る｡mentuhaは単に配偶者の実際の両親だけではな

く,wall(-pak saudara),amoi(-maksaudara)

にまで拡大され,同様のことは逆の場合にもいえるr

mentuha-menantu間に厳しい忌避関係はないo 夫婦･

の両親問の関係は bisanと称されるが,特別な態度を

要求されることはない｡

配偶者のきょうだいは, ipar と称呼 され, この

iparの名前も忌避されるこmentuha･menantu閃同様,

一般に使用される第 2人称 hiを用いず, 判故の意味

のこもった ajiが使われる｡iparの配偶者は birasと

称されるが,biras問にも特別の規制はない｡ipar関

係も拡大解釈され,配偶者の血縁のイ トコもすべ て

iparとされる｡

部落は,きょうだい ･いとこ･親子 ･お じ･おい闘

師こよって結ばれた夫婦家族の幾組かが中核とな-つて

形成される｡来たるものはすべて受け入れ るとい う

openな社会なので,全然L渇係のない もU)でも,:貼客に

住めるわけであるが,夫婦とも部落内に1人の関係者

もないとい う例はない｡必ず夫婦の十方のきょうだい,

いとこ, 親,千,おじ(おば), おい(めい)のいずれ

かが住んでいるー

そして,この-ンメt:/川流域の,LIi,I)N,MT,J上く,

TT.PN.PTの各部落の)J品ま,すべて adek-beradek

であると彼らは意識し,他の川に住むオランフルとは

一一線を引 く⊃Lかしこcj)グル-ブが内婚射』を形成す

ることはなく,自由 こ他の川に住む部落の者とも通婚

するので,個々の夫婦家族はエソメウ川以外にも広 く

縁者を有 している｡例えば,カノ､ン,スンブロン川に

住むオランフルは特に JR,TT 部落の人と近 い闘(,iTl

にあるものが多く,また MT,DN.LB は,アナ ･エ

ソダウ川の部落のものと近い｡

部落は別にしても,一つの川に圧んているというこ

とは,彼らにとって大きな意味をもち,川を違えること

は社会を違えることに等 しいほどである Lかし,同

じ一つの川に住むものでも,部落毎 LJ)読 /巨意識,ライ

バル意 識は強 く,部落を訪問すると必ず他の部落LJJ悲

Hを聞かされるのが常である.Jいわ く,家 の配置がな

-〕とらん,敷地が汚い,蚊が多い,Batina)身持ちか

悪い,女-がだらしない,余のためなら何でもする,等等､､

I親告二桁侶k,))帖L/■‡も見逃し難 く,詳し方, 1'ント
ィ､--シー三/を告 †◆･興にし, ′晶 TT-,jj什方に4,,1:I:異かあ主上
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もっともエソダウの町に近いLB部落では,上流の諸

部落とははなはだ異なるイントネーションがあって,

この部落だけは親族称呼も若干ことなる｡LBからご

く近 くのDN部落の人は,半分は LBのイソトネ-シ

ョソで話しその親族称呼を用いる｡ここでは中国人の

材木業者のkongsiに働く中国人労働者,マレー人労働

者,および定着したマレ-人家族が住んでいて,他の

部落には見られないことである｡MT部落はDNと共

にパ-ソ州側にあって, ここに JabatanOrangAsli

のパ-ソ州の役人が出張してお り,学校,診療所が

整備されて, 各々マレ-人の先生, K･L か ら来た

dresserが住んでいる｡そのせいか,部落から受ける

感じは,去勢された部落というところである｡奥地の

PT は新部落を作ってから5年ほどになるが,きちっ

とした家の配置,すべて同一の材料を使ったゆったり

とした清潔な家,部落の集会所である balai,戸口にあ

る魔よけの飾り,木器を使ってする伝統的な音楽など

を有することで,他の部落とは別な感じを受ける｡

各部落は,各々有能と認められた人間が,Batinに

選ばれて,彼によって部落の在 り方が決定されるわけ

であるが,彼の下にも,上にも役職を持つ者は存在し

ない｡一つの川を結ぶ連盟のようなものも現在はない｡

すべての事件は Batinによって裁決されるわけである

が,その裁決が独断に走ると,Batinの地位を追われ

たり,部落の者が他部落に移住していってしまうので,

Batinは常に部落のものの意見をとり入れ,妥当な裁

決をすることを強制される｡

以上,7 1-ル ド･ノ-トから若干の事実を列挙し

てみた｡家族 ･親族問題の予備知識となるものを提供

rrJr3巻 第5号

したかったのであるが,問題を直裁に指摘するまでに

は至らなかった｡

調査は8月から始まり,約 1カ月間,都合により不

在であった以外は,ずっとJR部落に滞在し,この部
落の人々と共に生活することによって資料を集めた｡

調査の上での障害は何といっても言語であろう｡彼

らは程度の差はあってもマレー語を話す｡(例えばDN

部落の多くのものは,ほとんど完全なイソトネーショ

ソでジョホール ･マレー語を話すことができるのに対

し,JR 部落の者の多 くはイントネーションが奇妙で

ある｡)彼らのことばが, マレ-語の一方言である以

上,マレー語を話すのは不思議でもなくそんなに困難

でもないのであるが,マレー語との相違は単にイント

ネーションのみではなく,語い,語順においてもしば

しば異なり,彼らが普通に話すとマレー人は理解でき

ないほどである｡

同じジャクソ (オランフル)と称されるグループの

中でも,きわめて地域的差異が大きく彼ら自身他の地

域に行 くとマレー語で用を足す有様である｡

私は達者なマレ-語を操る自信もないので,最初か

ら彼らの方言に取 りくんでいったわけである｡しかし

数カ月の滞在で,やっと慣れてきたという程度である｡

このようなことばの問題もあって,前半はobservation

と,こちらからの誘導ではなく相手のしゃべるにまか

せた会話とから情報を得ることに努めた｡

その他,彼らの受け入れ方,調査に対する態度,質問

に対する答え方などいろいろの困難があるが,ともか

く,19世紀にソマリ族の調査をした学者が,｢無知な原

住民はマラリアが蚊にかまれて生じると信じている｣

と書いたような誤りだけはした くないと思い,できる

だけ彼らの思考の仕方をそのままこちらが受け入れる

よう努力している｡

残された期間は,前半が passiveな調査とでも名づ

けられるのに対し,activeな調査を目標とし,積極的

なインタビューを試みたい｡すでに12月にインタビュ

ー票を作製したので,これによって各夫婦家族毎にイ

ンタビューを行なって,ある程度の統計を得たい｡こ

れは統計を得るのが目的ではなく,数字に示された結

果と彼ら自身の意識的な考え方との相違が見たいから

である｡

(1966月2月)
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タマサー ト大学 日本研究講座

杵 満 希 郎

1 日本研究講座について

昨年1965年11月よりタイ国タマサー ト大学教養学部

に,日本研究講座なるものが設置され ることとなっ

た｡私は1964年 6月よりチュラロンコソ大学文学部に

留学中であったが,これを中途で打ち切 り,同講座の

日本語インス トラクターとして新しく仕事を始めるこ

とになった｡この講座は,日本の外務省文化事業部よ

りタマサー ト大学に寄付され,河部利夫教授 (東京外

国語大学アジア ･アフリカ言語文化研究所)を-ツド

とし,それ に私 と木村宗吾氏 (慶応大学)との2名

の助手が加わ り,合計 3名 の日本人に より構成され

るものであ る｡ こち らの大学では,6月から10月ま

でを前期,11月から3月までを後期とし,1年を2期

写真1 タてサー ト大学教養学部構内

に分けている｡したがって,この日本研究講座は1965

年度の後期より正式に発足したわけであ る｡なお,

ここでいう ｢教養学部｣ とい うのは,"Facultyof

LiberalArts''と英訳されているが,日本でいう2年

間の教養課程というのとは全然別のものであって,汰

学部や経済学部などの学部と同列に並ぶ 1つの学部の

名前である｡

タてサー ト大学は,その名前の示す通 り,元来は法

律を専門とする大学であったが,それに他の学部が徐

々に追加されて,現在では総合大学としての形を次第

にととのえつつあるといってよいだろうO同大学の学

部を設置順に記すると,法学部,商学経営学部,政治

学部,経済学部,社会学部,行政学部,教養学部の 7

学部で,最後の教養学部は1962年に設置されたもので

あり,数学科,統計学科,文学科,心理学科の 7つの

科を石し,毎年の入学定員数は 150名である｡なお,

全学の入学定員数は約 2,000名ということになってい

る､口本研究講座は,この教養学部の言語学科に設け

られたものである(どの学科にも共通していえること

は,語学に力を入れているという点であり,/*学科と

も全学年を通じて英語とタイ語とを必須としている｡

lj:語学科においては, 2年以上は,更にEl本語,中国

請,フランス語, ドイ､ソ語のうら1つを選択すること

にな一lているここれら4つの言語は,言語学科の学生

J)みならず,他の学科の学生も聴講できる什組にな-,

いる亡こうである､ただ, ｢一言語学科｣とい-〕ても,H

語学の disciplineはかなりとはLく,どちらかといえ

ば実際的な語学が主になりており, ~語学科_｣とても

呼んだ方がより適切かも知れない

タイ国では,少なくとも/ミンコ/クにおいては,日

本語を習いたいというものは非常に多い､この卜1本研

究講座の他に,払立の職業学校,日本留学生会,個人塾

･j)ようなものまで含めると,現在日本語を教えてい,TJ

所はかな りの数にのはると見てよいだろう,｡1月L一語を

習いたいという理由二は,!日工の会社に就職したいか
らとい うのから,将 来は 日本に留学して巨′(jj'uj専門 u)

研究を進Jj)たいか らというのまで色々あるくl:うだが,

とにかくLI本語あるいは日本を知 りたいという気持は

かなり強いと見てまちかいないだろう､そのなかで,
二の日本研究.,糾 /tは,rilに日本語を使うという技術だ

けにとどまらず,言語をも合〟)て日本の二文化,社会等を
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理解してもらうことを目的とするもので, ｢日本語講

座｣ではなくて ｢日本研究講座｣と名づけられたのも,

こういった理.由によるものである｡タイ国における1

つのモデルケースとでもいうべきもので,今後この講

座によせられる期待が大きいだけに,私達の責任も重

大といわねばならない｡また,将来においてほ,ただ

日本政府が日本人を送ってよこすというだけでなくて,

タイ人のすぐれた日本研究者を養成し,タイ人の研究

者にこの講座の主導権をうつそうという計画である｡

2 授業について

11月の授業開始前には,果してどれだけの学生が出

席を希望するかと思われたが,実際に開講してみると,

私が予想していたよりは多いことがわかった｡学部長

の Adul博士によると,フランス語, ドイツ語の選択

希望者よりも日本語選択を希望する学生の方が多いく

らいだとのことである｡この講座が設置されるまでの

問は,大使館,JapaneselnformationService,留学

生の人達の手によって日本語が教えられており,2年

と4年との2学年があったが,本講座が正式に設置さ

れるに当って,3年生から新たに希望者をつのり,1

クラスを構成するに至ったのである｡2年と4年とは

言語学科の学生よりなるが,3年は上に述べたような

事情で,歴史学,心理学等の他学科からの聴講者より

なる各学年の男女別人数を示すと表 1の通 りである｡

表1 各学年の人数

~~｢ 専 攻 ;男 子 仁女 子 合 計

2年

4 年 語 1 7 / 8

女子学生の多いことは,チ:,-ラロンコソ文学部ほど

ではないにしても,この国のどの大学についても多か

れ少なかれいえることである.｡また,3年は他学科か

らの聴講より成るため,単位に関係しないためか,人

数が不同で一時は30名を越えることもあったが,現在

では10数名となっている｡しかし,一定期間をすぎる

と人数も定ま-)て来て,それらの学生に関する限 りは,

言語専攻の学生と同じ程度に熱心だといえる｡言語学

第3巻 第5号

科の学生にしても,必ずしも全員が日本語という言語

そのものを研究しようという者ばかりではなく,日本

に関する他の分野の研究を進めるための手段としての

日本語を身につけようという学生が主となっている｡

全学年を通じての合計人数が36人で,数自体はたいし

たものでもないが,フランス語や ドイツ語を選択する

学生の数から見て,これはかなり大きな割合を占める

といってまちがいないだろう｡

写真2 古いタイ国の伝統的な学生の像

授業時間数は全学年とも1週間に6時間となってい

て,そのうちの2時間がランゲジ ･ラボラトリに当て

られている｡なお,1時限は50分であり,日本の大学

のそれと較べて短かい様に思われるが,言語の学習に

はこの方がより能率的だと私は思う｡全学年を通じて

の授業時間数の合計は1週18時間となるが,これらは

すべて日本語の授業であって,これとは別に歴史学科

との共通講義として,河部教授が ｢極東アジア現代史

(1914年以降)｣を担当されており,これが1週 3時問

である√)各人の受け持ち時間を示すと表 2の様になる｡
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表2 講義担当時間数

1

l

担

当
時

間
数

河 部 0 1 1 2 口木語,
(歴史 3) 口本文化

木 村 3 2 3 8 票 h

桂 .3 3 2 8 音声,文法

6 6 6 18
(歴 史 3)

この表でわかる様に,担当晋が 3名,学年が 3学 年

となっているので,答人が 1学年を受け持ちというこ

とにしてもよいわけであるが,少なくとも現昌階では

すべての担当者に全学年が当るようになっている.｡最

初の艮階から1人の担当者が全責任を持って往々に艮
階を追-)て教えて行 く方がよいか,現在の方法が良い

かは問題であろう｡私は前君の方がより良い佑Fi:気が
するLl教える側からすればたがいに連絡を氾-.たうえ

で教えているつもりでも,習 う方にしてみれば, 3人

が入れ変 り立ち変 り別の教科書で多少とも異った話を

するのでは,実際問題として,どうしても混乱の感を

まぬがれないのではないかと思 う｡少なくとも.今ま

でL]木語を全然知 らなかったものに最初から教える際

にはこのことがいえると思 う｡ただし,これは日本語

の授業に関してのみ言えることであろう〔

授業の内容としては,別にこれといって変ったとこ

ろはない｡Hフ恒こおける英語なりフランス語なりの寝

業を日本語に笛きかえたら似た様なものになるだろう｣

いが- ･閤葦学友会Ll木語学校の ｢よみかた∴ 日本

語読本 1｣,｢NIHO由GO NO HANASIKATA｣およ

び,大学書林の ｢｢1本語4週聞｣である｡言葉を学習

サる肺 i:からいえば,まず話す練胃から始めて,徳/I

に文字を草 ノ､して行 くのが本道であろうが,本講座て

は最初か ら文字 (ひらがな)を教えて,授業はすべ

てひらがなを使用して進めて行き,後にかたかな伎び

漢字を入れて行 くことにしている｡これは,時間数が

不足なうえに,教室から一別 上れば仁1本語を闘いたり

兄たりすることはほとんど皆無とい う環境を考えれば,

文字を佳日十㌢ることによ-)て,学習したことを押走さ

せるようにつとめた方がより効果的だと思われるから

である〔ただ,話すことから始めるにしても,最初か

ら文字を教えるにしても, 反復練習ということは非常

に大切だと思 う｡例えば,2年の場合, 上ヒみかた｣

程度なら理解できるわけだが,その理解の仕方が,単

語を一つ一つタイ訳し,それをもう1度っづ り合わせ

てようやく意味が解るといったやE)方で, 1度日分の

言語に訳すことなしに一つの文章を全体として把握す

る訓練がかけている｡このた裾 こは,色々なパタンの

文について練習を重ねることによって,自動的に理解

する習慣を身につけるより仕方がないと思われるo各

学年に週 2時間割 り当てられたラボラトリの時間は,

わずかな発音練習を行 うだけで,残 りの時闘 ま日本に

関するスライ ドを見せたり,通常の寝業を行なったり

することにしている｡ラボラトリを使用するには,立て

料を収集 ･整理し, 完壁な準備をととのえた うえでな

ければ効果をあげることができない｡今年は,留学打

ち切り後に 1度国を出て,授業開始前わずか10Hばか

りの時に帰国したため,準備をととのえる余裕がなか

-1,たここのためには,教える方の者が行 った り来たE)

していてはだめで,長期間にわたって腰を落ちつけ,

年がら年中授業の準備をしなければならないと思 う｡

今年度は11月の後期から始めたために,あとわずか

1カ月半 くらいしか残っておらず,準備期問の方も不

足していたが,来年度の新学期からは,まず年間の投

業時間数を計算し,それにもとづいて年間計画を立て,

それだけはどんなことがあってもたたき込むようにし

なければならないと思 う｡こちらは 1遇 5I~用iUである

うえに,何だかんだといって休みの多いところである

から,その時になって不意に休Ljであることに気づ く

様な事のないようあらかじめ訂算に入れておかなけれ

ばならないと思 う｡何かの都合で授業がぬけた様な場

領こは,夏休みに くい込んでも補講するくらいの必要

があると思 う｡また,ランゲジ ･ラボラトリーは,教

える万に充分な準備ができていないとむしろ非能率的

二 普通の接業を行一つた方がましだとい うようなこと

になるので,六年度もこれを使用するとなると,寝業

開始前の数 カ月 を .招 ､Ir･の 作製,チ-プの冊 ifiなどに門
やす必要があるだ ろうo このラ′トラトり-の年rLlTj訂

画を立てて,これを教室における寝業とうまく平行さ

せて進めるようにしなければ,充分な効果を上げるこ

とはできないだろうCただ教科書をテープに吹き込/i

だというだけでは仕方がないと思 う｡このラボラ 巨 )

-のji鞘嗣五一大仕事である/:
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この3月10日から試験が始まり,採点 ･成績表の作

成などを終えると少なくとも3月末日になるだろう｡

それから私は一時出国しなければならないことになっ

ているが,出来るだけ早 く帰って来て,来年度の授業

にそなえ,年間計画の作成,ラボラトリーの準備,教材

の整備などに残る2カ月余 りをフルに費やさなければ

ならない｡また,時間割決定や教室の割 り当てなどの

際には,必ずその場に出席して,他の者に取られてこ

ちらが不便な目に会う様なことのない様にしなければ

ならない｡先にもふれた教科書やそれにともなう資料

の作成となると,これは数カ月でかたず くものではな

写真3 教養学部の壁にはられた Ram
Khamhaeng王の碑文

第3巻 第577･

いが,現在のところ,少なくとも年間のカリキュラム

を立てて,それにしたがって授業を進めるようにしな

ければならないと思う｡今のところ,まず私に与えら

れた期間を利用して,日本語とタイ語との研究,両言

語の対照を進めることを主な目的としている｡

2つの言語を比較する場合,まず音声の面から始め

るのが普通であり,またこれが最も手につけやすいも

のである｡だから,さし当っては,タイ語と日本語と

の音素体系を対照し,どの点がタイ人にとって問題と

なるかを見きわめる必要がある｡これをもとにして練

習用の教材を作成し,ラボラトリ-の時間数を計算し,

1年間の計画を立てたいと思っている｡それより更に

進んで,シンタックスに入ると,そ う簡単には行かな

くな る｡ これには相当な期間を費やす必要があるだ

ろう｡とりあえず来年度の授業開始までに,日本語と

タイ語との音素体系の対照を行い,これにもとづいて

ラボラトリー用の教材を作成することを,この2カ月

の休暇の目標としている｡音声などは大して重要では

なく,読むことこそ大切なのだとする意見もあるが,

私は音声と読解力とはそ う簡単に分離できるものでは

ないと思 う｡最初に日本語の音声習慣をしっかり身に

つけておかないと,後に読む練習,書く練習あるいは

話す練習をやっても,能率が上がらないのではないか

と思 う｡読むことが大切であれば,さればこそ音声の

両から徹底して行わなければならないと考えている｡

3 後 記

私が,この日本研究講座の仕事を始めるに当って,

外務省,東京外国語大学アジア ･アフリカ言語文化研

究所,京都大学東南アジア研究センターに,大変お世

話になり深 く感謝する旨を記しておきたい｡また,こ

の原稿を書 くに当り, ｢タマサ- ト報告｣第 1号およ

び第2号を参照した旨記しておく｡

(1966年 1月30日バンコックにて)
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タイ植物調査の旅から

岩 槻 邦 t)i

バンコックを離れた翌日,私達のバスは,東北の街

クオンケンから北西に向けて,広い原野をまっしぐら

に走っていったO トラックの荷台に転借と屋根をとり

つけただけのその乗合自動車は,満載の客と荷物を精

みこんで,70キロから90キロの速度で突っ走る｡舗装

のない道路は細かい砂攻を巻きあげ,私達の白いシャ

･ソはみるみるうちに赤褐色に変ってしまった｡葦は揺

れ,路傍の草はぐんぐん後方-飛んではいくが,街と

いう程家屋の集ったところもなければ,景色もいっこ

うに変わらない｡乾き切った原野には陽光がいっぱい

に降 り注いでいるだけで,その上を赤褐色の道路がど

こまでも続いていく｡

ここでは,山も平原も,一切のものの造 りが大ざっ

ばである｡乾期と雨期の差があるとはいっても,東北

部や北部では雨其射こ降る雨の量もしれている｡その乾

いた原野には,北から南まで同じ種類の雑草が続いて

いる｡四季のうつ り変わ りがはっきりしていて,山あ

り峡谷ありと地形の変化が激しい日本では,植物の種

類も多 く,多様な景観を示す自然が,この国の原野で

は単調にひろがっていく｡しか し,その原野を突き切

って,一度山地に足を踏み込むと,原始の姿を留めた

森林の美 しさほまた格別であるO

旅の最初には,国立公園のブ一

･クラデ 1ンに登ったJ海抜1,200

～- トル位の高さのところが45平

万キロに亘って平原にな 一つてい

る その平原は堅い岩折の上に ミ

ズゴケが堆積 して,一部は高層混

原のようになっており,松林の問

には,昆虫を捕って育つウツボカ

ブラやイシモチソウの仲間が沢山

生えている｡11月下旬は乾期に入

-)て間もない時,日本の秋さなが

らに,キクやマメの仲間の花が咲

き競 う平原の彼方に,夕陽は鮮や

かな雲の色を残しておちてい-)
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▲ 調査地域 - 自動車で移動 したルー ト

写真1 ウ ツボ カズラ 食虫植物の一種で,プ 一 ･ク ラ デ ナンで撮 った
ものO このllJの湿地には,イシモ 手 ソ ウや タ ヌキモ,モウセン
ゴ ケなど,食虫植物が多か ったこ
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理学部の田川英二助教授を l)-ダ-に,北川尚史

(奈良学大講師) ･福岡誠行 (理 ･大学院) ･岩槻邦

男 (理 ･助手)の一行4人は,11月上旬に日本を出発

してこの国へ入 り,シダやコケを手始めに,この国の

植物相を調査すべ く,これまでに,東北部 ･北部 ･半

島部を歩き,更に東南部や中部のカオ ･ヤイなども調

べようとしているところである｡タイ国森林局の好意

ある援助を受け,非常に恵まれた旅を続けているので

ほあるが,何分開発が遅れているこの国のこととて,

辺びな田舎ではいろんな困難に行き当ることもある｡

プ一 ･ルアン-登った時など,幹線道路を離れて山

麓の部落まで,21キロ進むのに6時間余を費した｡ ト

ラックに積み上げた荷物の上に乗っかった私達は,妹

の多い木の枝に何回か帽子を釣り上げられたり,州を

横切る時は危険を避けて徒渉したりせねばならなかっ

た｡その間,遺らしい道はなく,串は時々刈り入れの

終った田圃-乗り込んだり,橋など全然見当らない川

に行きあ う度毎に,ザブザブと腹迄浸ってそれを横切

ったりせねばならなかった｡幾つかの深い川では串が

スリップして動けなくなってしまい,木をきって来て

串の下に敷くやら,綱で引っ張るやら,いろいろと面

倒なことだった｡

定まった登山路などない山を,野生の象が歩いて周

囲の滞木を押し拡げたチャン･タン (象の小径)を通

り抜けて,プ一 ･ルアンの稜線を私達は歩いていった｡

2,3の山を除いて,この国の山には径など無い｡南

部のカオ ･ルアンでは,密に茂った熱帯降雨林を,屈

第3巻 第5号

強のポ-タ一連が山刀で切り拓いてくれるその隙間を,

私達はゆっくりと登っていった｡そんなわけで,行動

予定が狂ってしまうことも度々あって,ずい分下の方

から水を担ぎ上げたこともあったし,とうとう食事も

できずに露営を強いられるようなことも,一度ならず

あったりした｡

プ一･ルアンからの帰り道,私達の トラックは私達

の収穫物の上に唐辛子の袋を積めるだけ積み込んで,

私達はその上に不安定な席を設けねばならなかった｡

年に一度入って来るか来ないかという自動車は,麓の

村ではたいした人気で,私達が村に着いた夜は,村長

さんの家の庭は村人でいっぱいになった位だった｡帰

る時も,何人かの少年達は,何とかして一度串に乗せ

てもらいたいものと,必死になって追って来た｡危い

から止せ,という同乗の森林局の人達の制止の声も,

彼らの願望の強さには打ち克てず,遂に私達の方が根

負けして乗せることになった少年は,起伏の多い山道

を4キロばかりも追い続けてきた｡将来はアベベより

強 くなるかもしれませんね,と森林局の人達と話し合

ったりした位だった｡

車さえ入って来ないその土地の人々は,それは素朴

な感情で私達に接してくれる｡おりから稲の刈り入れ

時で,プ一･ルアンに登った時には私達はポーターを

8人しか雇い入れることができなかったが,彼らは重

過ぎる荷物を担いで,それはよく働いてくれた｡商品

が流れ込んでくることも少ないこの地方では,村人達

に経済観念が発達せず,原始のままの自給精神がうけ

写真2 ココヤシは熱帯降雨林の枝に結びつけて発芽させてから地に下
ろす｡カオ ･ルアン山麓で｡
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継がれているという｡だから,日

当を伍上げしようという言葉は彼

らにはそれ程の励ましにならず,

手持の煙草1本,飴 1個の方が,

余程活気を与えるといった有様で

ある｡

タイ国の山はそれ程高くはなく

て,最高峯の ドイ･インタノンで

も僅か2,595メ-トルに過ぎない

が,広大な北部の山地のほとんど

は,深い縁に包 まれて美 しい｡

ところどころ山地民に焼き払われ

て縁の槌せてしまったところを指

し示して,私達の全行程に同行し

て下さっている森林局のダムロン



/I / 碑 物 iJま｣ 香 の 旅 か ら

さんが,今政府の事業としてあの

誹分の;;I,封ヒを計りている,とま7,

でそれだけ禿げている部分のある

のを恥 じるか の 上うに話されるの

を聞きながら.私達は,緑が薄 く
一悠ってしま-)た日本の山の資を想

い出した りしたことだ--た

北部のIlけ頗ま北-向けてす /1と

通なるか,この付近で中田の雲南

なとにある種類を:/'宝つかE,i付けた

払達は,同量の向 うのど′′してに軌

椀と連なる山地を望見 して,あの

北を調 在することができたら,分

からないままに打ち棄てられてい

ることがどんなによく分かって く

写真3 辺ひな村-入れば,老若男女を問わず村人が集って くるO写真
はカサ ･′【アン山麓のr7､日 ･キl)･rJンてO

ることだろ うと,ほとんどt,Lfを流

さんばか りだ -'たこ

幾つかの枠線 道路 を 別にすると,地方の道路は甚た

悪 く, 常に沢山の仕事道具を持ち歩 く私達の移動は難

渋を極める｡或る時は私達の乗 っていた小型 トラ.:/ク

が横転 して肝を冷や したことがあったし,また或る時

は,数日TJ領こ開通 したとい う乗合自動車を利用 したら,

これはjL:全な トラックで,荷台に落花生と瞳を満城し

たその上にお客が乗 り合わせるものだ った,とい うよ

うなこともあった｡慣れない二L地のことだけに,予想

外の困難に直面することもあるけれども,重いばか L)

り抜けて仕事をす る時には,その美 しさと珍 らしさ

に私達は悌盟としてしまうっ専門の植物のIt対隻も大き

く,末記録のものの発見も相当な紋に達する｡

丁度私達 と時を同じうLて,十ランクとテンて-ク
から植物調査の人達がタイ国にや1-)てきていて,それ

がそれぞれ この国の森林局のお世話にな一一て動いてい

るのであるが,収穫の大きさでは私達のものが断然第

他の人運の手前,ずい分良い気持のようだ-〕たこ
しか し,そのオランク･トー ∴と 卜lィ ･イン,'jノン

などで,ナン-7-ク･チームと77十 ･ルアンで,それ

ぞれ逢ってみて,私達はいろいろと考え込むことが多

か-〕た｡植物調査では相当の歴史を持つ北欧の国々は,

装備は私達のものより遥かによく,それでいて,無Fll-_

のないようにゆっくりと仕事をしていた｡調査に来て

いる間に,できるだけ沢山歩いて,できるだけ稼 ぎを

貯えようとい うような考え方は,どうや ら日本人だけ

のもののようである,ま六二,デンマーク･チームのザ

イデン7-･･-デン氏は元外交官,駐タイ大使もやった

人で,森林局附薬餌主任_のテム氏とは以前か ら共同で

I,ソの野生種のFl録を準備 した りしている人であるが,

こうい う人の存在は,その国の文化のレベルを示す良

い標準にもなるように思われる｡

それはさておき,私達の僅々 100カ日の出廻りほこ

I))広大な国土のほんの一部をさぐったものに過ぎない｡

しかも,それだけでも,ほとんど未知であったタイ国

柄物相が うんとよく分かるようになったし,今後東南

アジアの柾物を研究してい く上での基礎的な資料集め

とい う意味でも有意義なものだった｡何分広大な面積

を揮するこの同のことであるから,まだその植物相の

探究も緒 目についたばか りではあるが,これを契機に,

今後いろんな方法てこの国の植物がより詳細に調べ ら

れるようであってほしいと念 じている｡
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